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語的コミュニケーションのチャネルのひとつとして位置づけられている ( 大坊 


























1   1980 年代までは研究対象がブランド選択に限定されがちであったが、近年では所有・廃棄にまで
視野は広げられ、消費者の行動に大きく影響する自己概念を維持・形成するために、どのように
消費者が製品やブランドを用いるのか議論されるようになってきている (Walker and Olson 
1997)。
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2  個々人の間で社会的行動がやりとりされる事態を一般的に社会的相互作用 (social interaction) と呼
ぶ。解釈され意味づけられたシンボル的なものを媒介にして生起することもある。そのような意味
のやりとりを通して行われる相互作用が象徴的相互作用と呼ばれる ( 神山 1995)。
3  岡本 (1991) は、サービスなどの物質財以外の財も購買の対象となり、独自性欲求と関連するもの
もあり得ることを考慮した上で、考察の対象を物質財に絞り「持ち物」という用語を使用している。





















































い」( 田中 1997,75 頁 ) 7。
　この観点でのブランドに注目し、その自己表現的機能に対する研究が進めら
れている。多くの既存研究で、ブランドは自己の表現とその確認に使用される







7 田中 (1997)、75 頁、22行目。
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and Heath 2007)、さらに、自己表現を通した結果と考えられる、当該ブラン
ドと自己の結びつきの強さに関する研究にも及んでいる ( たとえば Fournier 
1998; Aaker, Fournier, and Brasel 2004）8。
　一般に、ブランド研究において自己表現を取り扱った研究では、ブランド・
パーソナリティと消費者の自己との一致度に対する説明が多い（たとえば、
Malär, Krohmer, Hoyer, and Nyﬀ enegger 2011)。しかしながら、本研究の立場
は異なる。というのも、ブランド・パーソナリティを仮定する根拠に対する基
礎研究が不十分と考えられるからである。












































　同類の方法として、Bugental and Zelen(1950) が考案した「あなたは誰で
すか (Who Are You?：WAY)」というテスト、Kuhn and McPartland(1954)
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が始めた「私は誰でしょうか (Who I am?)」と質問する 20 答法 (Twenty 
Statements Test:T.S.T) などがある。星野 (1986,1989) によれば、20 答法は、
人間の自己に対する意識や態度を知るのに有用な資料を得るための最も簡単な
手続きであるとされる。




の導入作業として利用されている査定法である ( 星野 2000)。「私は誰でしょ





濃淡ないし歪みは覚悟しなくてはならない ( 梶田 1988)。回答の内容を被験者
の自由裁量に委ねることで枠づけが少なくなり、その人が自分を位置づけてい
る社会的文脈を、個人的文脈と一緒に知ることができる可能性が高いことから、
ミニ自叙伝とも言われている ( 星野 1986)。この査定法を用いた研究の中の多
くは、各々工夫を加えて質問、回答の分類法のバリエーションを生み出してい













　回答数は 20 であるが、そこに理論的必然性はない。3 答法を用いている研







みがあるわけではなく、多くの方法が提案されているが ( たとえば Kuhn and 

















図 1．20 答法の回答用紙 (Kuhn and McPartland 1954)











横浜市立大学の大学生 148 名（男性 89 名、女性 59 名 ; 男女比 :60.1% :39.9%）
から 2004 年 7 ～ 8 月にかけて回収した自記式のレポートの一部である10。





















































10     同様の調査を 2004 年から 2009 年、2011 年において実施しているが探索的分析として適当な
サンプル数であった 2004 年度のデータを用いた。
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　そのレポート内容は、1) 自分にとって重要なブランド、愛用しているブラ
ンド、自分にとって何かしらの意味で関わりが深いと思うブランドとその製品




















19.2 答（最大 20、最小 8）であった。
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ポーツをしている大学生はいるにも関わらず、当該ジャンルを挙げた被験者は、























12    機能的側面で評価されやすいブランドを機能的ブランドという。
13    象徴性によって評価されやすいブランドを象徴的ブランドないしシンボリック・ブランドという。
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表 5.   スポーツ・ブランドに投影される自己の分類結果
　　　　　    　～自己概念の基本カテゴリー～
表 6.　スポーツ・ブランドに投影される自己の分類結果　　　　　　
　　　　　　　～自己概念の主要様式～
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4.2.2 溝上 (2003) を応用した分類
　次に、梶田 (1980) による自己概念の分類とは異なる視点で、より細かく自
己概念の具体的内容を捉えるために、溝上 (2003) による自己の諸相分類カテ














46 項目設けられている。しかしながら、本研究での分析対象の 20 答法回答






































































































































る特性は 20 答の前半に発現する傾向があることが示された（表 12）。






























































表 12． 20 答の回答順と自己概念の内容についてのクロス表とカイ二乗検定 ③
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図 4．動的な自己概念のとらえ方 ( 榎本 1998)
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　さらに言えば、1962 年時点の 20 答法による高校生・大学生を被験者とし















14     本研究における調査結果は、あくまでも、スポーツ関連ブランドに投影されている大学生の自己
概念という範疇に限定されるものである。
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